




 

気管支喘息児の日常生活において学校への通学と学校における生活は,家庭における生活

とほぼ同等ともいえるほどの重大な意味をもつものと考えられている。ことに発作による

欠席,遅刻,学園の環境,学校教課による負担,課外活動,教師の指導法,友人との関係等々は,

どの問題をとっても患児の身体的,あるいは精神的影響が少くない重要な問題である。 

 学童生徒の喘息児の生活指導においては,このように,学校生活に対する正しい指針が示

されるべきであるが,そのためには,学校側,ことに担任教師や養護教員が,正しい理解を行

うことが必須である。 

 以上のような意味で,学童生徒の学校生活に対する生活指導指針を得るための資料とし

て,外来通院中の気管支喘息患児における問題点についてアンケート調査を行った。 


